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１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用

電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁を付して
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レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書を末尾に

綴じ込んでおります。 
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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

１ 【主要な経営指標等の推移】 

連結経営指標等 

 

回次 
第105期 

第１四半期連結
累計(会計)期間

第104期 

会計期間 

自 平成20年
  ４月１日
至 平成20年
  ６月30日

自 平成19年
  ４月１日
至 平成20年
  ３月31日

売上高 (千円) 14,984,346 53,221,598

経常利益 (千円) 177,918 869,207

四半期(当期)純利益 (千円) 102,111 123,721

純資産額 (千円) 15,622,169 15,606,976

総資産額 (千円) 29,987,974 29,590,902

１株当たり純資産額 (円) 775.48 774.72

１株当たり四半期 
(当期)純利益 

(円) 5.07 6.14

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
(当期)純利益 

(円) － －

自己資本比率 (％) 52.1 52.7

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) 277,951 △95,442

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △76,000 671,247

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △623,774 585,856

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(千円) 1,709,513 2,131,335

従業員数 (名) 256 250

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２ 「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」は、潜在株式がないため記載しておりません。 
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２ 【事業の内容】 

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社についても異動はありません。 

 

３ 【関係会社の状況】 

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４ 【従業員の状況】 

(1) 連結会社の状況 

平成20年６月30日現在 

従業員数(名) 
256
(89)

(注) １ 従業員数は就業人員であります。 

２ 従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。 

３ 臨時従業員には、パートタイマー、嘱託契約の従業員を含んでおります。 

 

(2) 提出会社の状況 

平成20年６月30日現在 

従業員数(名) 
233
(87)

(注) １ 従業員数は就業人員であります。 

２ 従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員であります。 

３ 臨時従業員には、パートタイマー、嘱託契約の従業員を含んでおります。 
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第２ 【事業の状況】 

１ 【生産、受注及び販売の状況】 

(1) 生産実績 

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。 
 

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 

飼料事業 12,545,293 

畜産事業 664,461 

合計 13,209,755 

(注) １ 金額は、製造原価によっております。 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

(2) 受注実績 

当社グループは受注生産を行っておりません。 

 

(3) 販売実績 

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。 
 

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 

飼料事業 13,053,461 

畜産事業 1,930,884 

合計 14,984,346 

(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 相手先別の販売実績につきましては、総販売実績に対して100分の10を超える相手先はありませんので

記載を省略しております。 

 

２ 【経営上の重要な契約等】 

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。 
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】 

(1) 財政状態の分析 

(資産の部) 

当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ３億97百万円増

加し299億87百万円となりました。この要因は、受取手形及び売掛金が６億83百万円増加し、現金

及び預金が４億21百万円減少したこと等によるものであります。 

(負債の部) 

当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ３億81百万円増

加し143億65百万円となりました。この要因は、支払手形及び買掛金が７億33百万円増加し、短期

借入金が５億23百万円減少したこと等によるものであります。 

(純資産の部) 

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ15百万円増加

し156億22百万円となりました。この要因は、その他有価証券評価差額金が16百万円増加したこと

等によるものであります。 

 

(2) 経営成績の分析 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油をはじめとする原材料価格の高騰の影響

により、関連する商品が値上げとなり個人消費が伸び悩み、一段と景気の減速感が強まってきまし

た。 

配合飼料業界においても同様に、主原料であるとうもろこしのシカゴ穀物相場の高騰は収まらず

に、平成20年４月に配合飼料価格の値上げを行いました。 

畜産物相場につきましては、鶏卵は弱含みながら前年を上回る相場となっております。豚肉は需

要増から堅調に推移しております。牛肉は需要の伸び悩みから前年を下回って推移しております。 

当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、配合飼料価格の値上げにより売上高は149億84

百万円となりました。営業利益は１億62百万円、経常利益は１億77百万円、四半期純利益は１億２

百万円となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

飼料事業 

売上高は配合飼料価格の値上げを行ったため130億53百万円となりました。また、営業利益は原

料高を吸収できずに１億57百万円にとどまりました。 

畜産事業 

堅調な豚肉相場と鶏卵相場に支えられ売上高は19億30百万円となり、営業利益は１億３百万円

となりました。 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、税金等調整

前四半期純利益により営業活動によるキャッシュ・フローが増加し、有形固定資産の取得により投

資活動によるキャッシュ・フローが減少し、また短期借入金の返済により、財務活動によるキャッ

シュ・フローも減少し、17億９百万円(前期末比４億21百万円減)となりました。 
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(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果得られた資金は２億77百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利

益が１億80百万円、減価償却費が１億51百万円によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は76百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得65百万円

等によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果使用した資金は６億23百万円となりました。これは主に短期借入金の返済に５億

23百万円、配当金の支払に１億円を使用したことによるものであります。 

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。 

 

(5) 研究開発活動 

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は21百万円であります。 
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第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2) 設備の新設、除却等の計画 

該当事項はありません。 
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第４ 【提出会社の状況】 

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

 

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 79,591,000

計 79,591,000

 

② 【発行済株式】 

 

種類 
第１四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成20年６月30日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容 

普通株式 20,830,825 20,830,825
大阪証券取引所 
（市場第二部） 

― 

計 20,830,825 20,830,825 ― ― 

 

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

 

(3) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

(株) 

発行済株式
総数残高 
(株) 

資本金増減額
(千円) 

資本金残高
(千円) 

資本準備金 
増減額 
(千円) 

資本準備金
残高 
(千円) 

平成20年４月１日～ 
平成20年６月30日 

― 20,830,825 ― 2,011,689 ― 1,904,186

 

(5) 【大株主の状況】 

大量保有報告書の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握し

ておりません。 
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(6) 【議決権の状況】 

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。 

① 【発行済株式】 

平成20年３月31日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
（自己保有株式） 
普通株式 685,000

― ― 

完全議決権株式(その他) 普通株式 20,101,000 20,101 ― 

単元未満株式 普通株式 44,825 ― ― 

発行済株式総数 20,830,825 ― ― 

総株主の議決権 ― 20,101 ― 

(注) 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権２個）

含まれております。 

 

② 【自己株式等】 

平成20年３月31日現在 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義所有 
株式数(株) 

他人名義所有 
株式数(株) 

所有株式数の 
合計(株) 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式) 
日和産業株式会社 

神戸市東灘区住吉
浜町19―５ 

685,000 ― 685,000 3.3

計 ― 685,000 ― 685,000 3.3

 

２ 【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 

月別 
平成20年 
４月 

 
５月 

 
６月 

最高(円) 323 310 335

最低(円) 285 270 270

(注) 株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。 

 

３ 【役員の状況】 

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。 
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第５ 【経理の状況】 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

 

２ 監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年

４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人に

より四半期レビューを受けております。 

なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日

本監査法人から名称変更しております。 

 



１ 【四半期連結財務諸表】 
(1) 【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

  
当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,709,513 2,131,335

受取手形及び売掛金 13,821,270 13,137,519

商品 42,324 41,246

製品 203,586 162,917

原材料 3,063,467 2,777,157

仕掛品 361,996 327,364

貯蔵品 8,833 8,107

その他 1,098,899 1,122,178

貸倒引当金 △172,163 △178,283

流動資産合計 20,137,728 19,529,543

固定資産   

有形固定資産 ※１, ※２  5,248,548 ※１, ※２  5,377,214

無形固定資産 25,000 27,463

投資その他の資産   

長期貸付金 3,160,786 3,113,534

破産更生債権等 4,603,098 4,668,919

その他 2,270,812 2,254,263

貸倒引当金 △5,458,000 △5,380,038

投資その他の資産合計 4,576,697 4,656,679

固定資産合計 9,850,246 10,061,358

資産合計 29,987,974 29,590,902

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,235,056 5,501,596

短期借入金 6,416,752 6,939,752

未払法人税等 102,676 29,446

賞与引当金 223,311 162,421

その他 1,076,148 994,984

流動負債合計 14,053,944 13,628,201

固定負債   

長期借入金 69,009 69,009

退職給付引当金 130,812 159,098

長期未払金 112,040 127,618

固定負債合計 311,861 355,725

負債合計 14,365,805 13,983,926

─ 11 ─



（単位：千円）

  
当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,011,689 2,011,689

資本剰余金 1,904,186 1,904,186

利益剰余金 11,808,390 11,807,006

自己株式 △170,037 △169,998

株主資本合計 15,554,228 15,552,883

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 68,084 51,536

繰延ヘッジ損益 △144 2,556

評価・換算差額等合計 67,940 54,092

純資産合計 15,622,169 15,606,976

負債純資産合計 29,987,974 29,590,902

─ 12 ─



(2) 【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 14,984,346

売上原価 13,990,134

売上総利益 994,211

販売費及び一般管理費 ※１  831,513

営業利益 162,698

営業外収益  

受取利息 28,567

受取配当金 6,438

その他 28,032

営業外収益合計 63,038

営業外費用  

支払利息 27,524

為替差損 18,671

その他 1,622

営業外費用合計 47,818

経常利益 177,918

特別利益  

固定資産売却益 ※２  2,672

特別利益合計 2,672

税金等調整前四半期純利益 180,590

法人税、住民税及び事業税 77,419

法人税等調整額 1,059

法人税等合計 78,479

四半期純利益 102,111

─ 13 ─



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 180,590

減価償却費 151,269

貸倒引当金の増減額（△は減少） 71,842

賞与引当金の増減額（△は減少） 60,890

退職給付引当金の増減額（△は減少） △28,285

受取利息及び受取配当金 △35,005

支払利息 27,524

有形固定資産売却損益（△は益） △2,570

売上債権の増減額（△は増加） △708,530

たな卸資産の増減額（△は増加） △363,415

仕入債務の増減額（△は減少） 733,459

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,295

その他の資産の増減額（△は増加） △14,700

その他の負債の増減額（△は減少） 96,606

小計 163,378

利息及び配当金の受取額 35,005

利息の支払額 △27,524

法人税等の還付額 107,091

営業活動によるキャッシュ・フロー 277,951

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △65,866

有形固定資産の売却による収入 6,306

その他の支出 △22

貸付けによる支出 △316,700

貸付金の回収による収入 300,282

投資活動によるキャッシュ・フロー △76,000

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △523,000

自己株式の取得による支出 △39

配当金の支払額 △100,735

財務活動によるキャッシュ・フロー △623,774

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △421,822

現金及び現金同等物の期首残高 2,131,335

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  1,709,513

─ 14 ─
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】 

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

該当事項はありません。 

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第

９号)を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、低価法から原価法(収益性

の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。この変更に伴う損益に与える影響はありま

せん。 

 

【簡便な会計処理】 

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

該当事項はありません。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
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【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

 

当第１四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日) 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 14,789,836千円 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 14,642,053千円

※２ 国庫補助金による有形固定資産の取得価額から控

除されている圧縮記帳額 

    建物及び構築物         41,568千円

    機械装置及び運搬具       215,050千円

※２ 国庫補助金による有形固定資産の取得価額から控

除されている圧縮記帳額 

    建物及び構築物         41,568千円

    機械装置及び運搬具       215,050千円

 ３ 偶発債務 

   連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に 

   対し、債務保証を行っております。 

    ㈲拓新             100,000千円

    広島食鶏事業協同組合 他16社  308,846千円

           計        408,846千円

 ３ 偶発債務 

   連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に 

   対し、債務保証を行っております。 

    ㈲拓新            100,000千円

    広島食鶏事業協同組合 他16社 327,036千円

           計       427,036千円

 ４ 当社グループは、運転資金の効率的な調達を行う

ため取引銀行８行と貸出コミットメント契約を締

結しております。 

 当第１四半期連結会計期間末における貸出コミ

ットメントに係る借入金未実行残高等は次のとお

りであります。 

    貸出コミットメントの総額   5,230,000千円

    貸出実行残高         2,353,500千円

    差引額            2,876,500千円

 ４ 当社グループは、運転資金の効率的な調達を行う

ため取引銀行８行と貸出コミットメント契約を締

結しております。 

 当連結会計年度末における貸出コミットメント

に係る借入金未実行残高等は次のとおりでありま

す。 

    貸出コミットメントの総額   5,230,000千円

    貸出実行残高         2,876,500千円

    差引額            2,353,500千円

 

(四半期連結損益計算書関係) 

 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日) 

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額 

   は、次のとおりであります。 

    運賃保管料           195,283千円

    飼料価格安定基金負担金     279,236千円

    従業員給与手当         105,810千円

    貸倒引当金繰入額        71,842千円

    賞与引当金繰入額         6,110千円

※２ 固定資産売却益の内容は次のとおりでありま 

   す。 

    土地               2,672千円

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日) 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,709,513千円

現金及び現金同等物 1,709,513千円
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(株主資本等関係) 

当第１四半期連結会計(累計)期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

１ 発行済株式に関する事項 

株式の種類 
当第１四半期 
連結会計期間末 

普通株式(株) 20,830,825

 

 

２ 自己株式に関する事項 

株式の種類 
当第１四半期 
連結会計期間末 

普通株式(株) 685,581

 

 

３ 新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

 

４ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円) 
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 

平成20年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 100,726 5.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日

 

 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

   該当事項はありません。 

 

５ 株主資本の著しい変動に関する事項 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報) 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

 

 
飼料事業 
(千円) 

畜産事業 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高   

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

13,053,461 1,930,884 14,984,346 ― 14,984,346

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

478,439 ― 478,439 (478,439) ―

計 13,531,901 1,930,884 15,462,786 (478,439) 14,984,346

営業利益 157,425 103,719 261,144 (98,446) 162,698

(注)１ 事業区分は製品・商品の種類及び性質を考慮した区分によっております。 

  ２ 各事業の主な製品・商品 

    (1)飼料事業・・・・・・養鶏用、養豚用、養牛用及び養魚用他飼料 

    (2)畜産事業・・・・・・鶏卵、鶏肉、豚、牛 

 

【所在地別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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(１株当たり情報) 

１ １株当たり純資産額 

 

当第１四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日) 

  

 775.48円 
 

  

 774.72円 
 

 

２ １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 

 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日) 

１株当たり四半期純利益 5.07円

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益 

―

 
(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２ １株当たり四半期純利益の算定上の基礎 

項目 
当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 102,111

普通株式に係る四半期純利益(千円) 102,111

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 20,145,302

 

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

 

２ 【その他】 

該当事項はありません。 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項はありません。 
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独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年８月13日 

日和産業株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  野  田  弘  一  印 

 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  小  市  裕  之  印 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

日和産業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結

貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者

等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。 

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日和産業株式会社及び連結子会社

の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。 

 

以 上 

 
 
(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四

半期報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】 

当社取締役社長中橋正敏は、当社の第105期第１四半期(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月

30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたし

ました。 

 

２ 【特記事項】 

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 
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